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アジェンダ



売上高 3兆7,273億円

純利益 2,548億円

従業員数 191,889人

連結子会社数 261社

事業分野 売上高による内訳（%）

イメージングシステム

（ビジネスユニット）

オフィス

（ビジネスユニット）

産業機器その他

（ビジネスユニット）

※ 各ビジネスユニットの連結売上高には、ユニット間取引にかかる

売上が含まれているため、総計100％となっておりません

3

キヤノングループ概要(2014年)
1. 会社概要
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【生産の国内回帰】

2年以内をめどに現在4割程度の国内生産比率を

5割以上に上げる方針

*金額ベース
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海外生産比率
1. 会社概要



• トラックドライバーの不足

• 東京港周辺の混雑

• 日本寄港の欧米直航サービスの減少

• 鉄道での海上コンテナ輸送制限

• CSR/環境対応

国内の物流を取り巻く環境は厳しさを増しており、
安定的/効率的な物流インフラ・仕組みの整備が
求められる
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ロジスティクスを取り巻く環境（日本）
2. ロジスティクス概要



ロジスティクス部門のミッション

「スピード」、「コスト」、「安全性」を
徹底的に追及し、グローバルベース
の最適ロジスティクスを実現する

ロジスティクス部門の基本方針

・グローバルベースの全体最適
ロジスティクスを追求する

・物流パートナーに全てを任せる
ことなく、自ら企画し、実行する

・現場および現物を重視する

・コストにこだわり、P/L・B/Sに
貢献する

ロジスティクス戦略
2. ロジスティクス概要
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より少ないエネルギーで

多く運ぶ
包装の見直し
積載効率の向上

直送出荷
拠点最適配置

安価な輸送手段の選択

飛行機
トラック

船舶

鉄道

＞

より少ないエネルギーで

目的地へ届ける

・輸送距離の短縮

・輸送手段の選択

飛行機＞トラック＞ 船舶 ＞ 鉄道

9 ： 1 ： 1/4 ： 1/8

物流効率化活動

等

等

等

環境対応活動

・包装の小型化

・梱包材の見直し

・顧客直送

・工場バンニング

・コンテナラウンド

ユース

・モーダルシフト

連動CO２削減 コスト削減

CO2削減活動と物流効率化活動を連動させることで

ロジスティクス分野での環境負荷低減を推進
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環境物流と物流効率化
2. ロジスティクス概要
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日本発着のコンテナ本数は約44,000本（ＦＥＵ）
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2. ロジスティクス概要

（40FTコンテナ本数）



(1)自社輸入コンテナを輸出（一部内貨輸送）に再利用
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具体的な取り組み事例
3. コンテナラウンドユースの取り組み事例

①輸入コンテナをその
まま輸出に使用

（赤城地区･美里地区）

②輸入コンテナを内貨
輸送に使用

（取手地区⇒京浜地区）

③自社のコンテナデポ
を使用して、再利用

（常総地区）

■40FTコンテナ当たりのCO2排出量削減
①-②差

距離Km CO2排出量(Kg） 距離Km CO2排出量(Kg） CO2排出量(Kg）

赤城地区 1,320 1,300 660 650 ▲ 650

美里地区 880 866 440 433 ▲ 433

常総地区 560 552 280 276 ▲ 276

②ラウンドユース①輸入･輸出（2往復）

①

②

③



常総地区のコンテナデポ

具体的な取り組み事例
3. コンテナラウンドユースの取り組み事例
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最大５３本のコンテナをオンシャーシーで保管

③自社のコンテナデポを使用して、再利用を拡大



2012-06-20 Ver00

(2)他荷主輸入コンテナを輸出に再利用（1/2）

時間 場所 内容

9:00 川崎DC デバンニング開始
10:00 川崎DC 作業終了後大黒町DCに向けて出発
10:30 大黒町DC バンニング作業開始
11:30 大黒町DC 作業終了後大井CYに向けて出発

■40FTコンテナ当たりのCO2排出量削減

東芝が輸入で使用したコンテナ

をキヤノンが輸出に再利用し、

港と倉庫間の空コンテナ輸送を

削減

①-②差
距離Km CO2排出量(Kg） 距離Km CO2排出量(Kg） CO2排出量(Kg）

56 56 36 36 ▲ 20

①輸入･輸出（2往復） ②ラウンドユース

具体的な取り組み事例
3. コンテナラウンドユースの取り組み事例
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■ラウンドユーススケジュール



他社とのコンテナ共同利用にあたっての調整項目

・輸出・輸入で使用されるコンテナの船会社を合わせる

・輸出・輸入で使用されるコンテナの種類を合わせる

・輸出・輸入のドレージ業者を合わせる

・責任範囲の明確化

・再利用コンテナの品質基準を統一

・スケジュールを時間単位で調整

具体的な取り組み事例
3. コンテナラウンドユースの取り組み事例

(2)他荷主輸入コンテナを輸出に再利用（2/2）
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大井DC

東京ターミナル駅

■40FTコンテナ当たりのCO2排出量削減
①-②差

距離Km CO2排出量(Kg） 距離Km CO2排出量(Kg） CO2排出量(Kg）

716 795 907 448 ▲ 347

①トラック輸送 ②ラウンドユース（鉄道&トラック）

具体的な取り組み事例
3. コンテナラウンドユースの取り組み事例

(3)複数荷主の輸入コンテナを国内輸送に再利用（1/2）

・盛岡駅に滞留している他荷主が
輸入で使用した海上コンテナを
再利用

・鉄道（JR貨物）で京浜地区物流
センターへ国内貨物を輸送

・今後、輸出に利用し、大井ＣＹ
へ搬入



具体的な取り組み事例
3. コンテナラウンドユースの取り組み事例

運用スケジュール
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(3)複数荷主の輸入コンテナを国内輸送に再利用（2/2）



・インランドコンテナデポ（ICD）の有効活用

・輸入/輸出のマッチングをサポートするシステム構築

・関係者（荷主と物流事業者）間のメリット共有

・効果的なPR（広報）活動

・行政の支援

更なる拡大に向けての施策（案）
4. 更なる拡大に向けて

オールジャパンでの取り組みが必要
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複数荷主間のコンテナラウンドユースの拡大



• 港湾インフラ整備の強化

• ドライバー不足解消に向けた取り組み

• コンテナヤードオープン時間の拡大

• コンテナヤードへの鉄道の引き込み

• 内航船/外航船接続の利便性向上

関係省庁間の更なる連携と強力な支援

行政への要望
4. 更なる拡大に向けて
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